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〔
凡
　
　
例
〕

翻
刻
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
処
置
を
施
し
た
。

一
、
行
取
り
は
底
本
に
随
い
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。

二
、
旧
字
や
異
体
字
は
、
一
部
を
除
き
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

三
、
当
て
字
や
誤
字
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
付
し
た
。

四
、
各
段
ご
と
に
C
・
C
本
と
の
詞
書
校
異
お
よ
び
注
記
を
次
の
よ
う
に
示
し
た
。

　
　

暦
応
模
本
本
文
→
C
・
C
本
本
文

◎
翻
刻
　
融
通
念
仏
縁
起

　
　
　
　

 

絵　

越
前
守
長
隆

融
通
念
仏
縁
起
　
上
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
元
表
紙
外
題

【
第
一
段
】

　
　
　

大
原
良
忍
上
人
は
、
も1
と
は
叡
山
の
住
侶
、

　
　
　

顕
密
無
双
の
碩
徳
な
り
。
し
か
り
と
い
へ
と
も
、

　
　
　

無
上
菩
提
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
ふ
か
き
に
よ
り
て
、

　
　
　

无
動
寺
へ
千
日
の
あ
い
た
ま
う
て
ゝ
一
心

　
　
　

に
菩
提
心
を
い
の
り
、
つ
ね
は
隠
遁
の
思

　
　
　

た
え
す
し
て
、
生
年
廿
三
に
し
て
、
つ
ゐ
に

　
　
　

三
千
の
交
衆
を
辞
し
て
、
大
原
の
別
所

　
　
　

に
ふ
か
く
籠
居
し
て
、
四
十
六
の
と
し
に

　
　
　

い
た
る
ま
て
、
首
尾
廿
四
年
の
間
常
座
不
眠

　
　
　

に
し
て
、
厭
欣
の
信
心
ふ
か
く
、
往
生
極
楽

　
　
　

の
ゝ
そ
み
猛
利
に
し
て
、
日
夜
十
二
時
の
間

　
　
　

ひ
ま
な
く
こ2
ん
行
し
給
け
り
。

　
　
　
　
《
絵
①
》

　
　
　
　
　

1　

も
と
は
→
□
□
は

　
　
　
　
　

2　

こ
ん
行
し
→
勤
行
し

【
第
二
段
】

　
　
　

聖
人
、
生
年
四
十
六
に
い
た
る
夏
日
中
に
、

　
　
　

仏
力
に
よ
り
て
た
ち
ま
ち
に
睡
眠
す
。
ね
ふ
り

　
　
　

の
う
ち
に
、
阿
弥
陀
如
来
示
誨
し
て
の
た
ま
は
く
、

　
　
　

汝
か
行
不
可
思
議
也
。
一
閻
浮
の
う
ち
、
日

　
　
　

域
の
あ
ひ
た
に
、
す
て
に
一
人
あ
り
と
す
。

　
　
　

こ
れ
ま
こ
と
に
無
双
な
る
へ
し
。
し
か
り
と

　
　
　

い
へ
と
も
、
な
む
ち
順
次
の
往
生
ま
こ
と
に
も
て

　
　
　

か
た
き
事
あ
り
。
そ1
の
ゆ
へ
は
、
我
土
は

　
　
　

一
向
清
浄
の
さ
か
ひ
、
大
乗
善
根
の
国
な
り
。

　
　
　

少
善
根
福
徳
の
因
縁
を
も
ち
て
は
、
彼
仏
土

　
　
　

に
生
か
た
し
。
汝
か
行
業
の
こ
と
き
に
て
は
、

　
　
　

た
と
ひ
多
生
広
劫
を
2ゝ

く
る
と
も
、
順
次

　
　
　

往
生
の
業
因
に
そ
な
へ
か
た
し
。
は
や
く
速

　
　
　

疾
往
生
の
勝
因
を
ゝ
し
へ
ん
と
お
も
ふ
。
い
は

　
　
　

ゆ
る
圓
融
念
仏
こ
れ
な
り
。
融
通
念
仏
は

　
　
　

一
人
の
行
を
も
て
衆
人
の
行
と
し
、
衆
人
行
を
も

　
　
　

ち
て
一
人
の
行
と
す
る
か
故
に
、
功
徳
も
広
大

　
　
　

な
り
。
往
生
も
順
次
な
る
へ
し
。
一
人
も
往
生
を
と
け
は
、
衆

　
　
　

人
も
往
生
を
と
け
む
事
う
た
か
ひ
あ
る
へ
か
ら
す
と
云
々
。

　
　
　

阿
弥
陀
如
来
の
示
現
か
く
の
こ
と
し
。
く
は
し
く
は
、

　
　
　

し
る
す
に
い
と
ま
あ
ら
す
。

　
　
　
　
《
絵
②
》

　
　
　
　
　
　

1　

そ
の
→
其

　
　
　
　
　
　

2　

ゝ
く
る
→
こ
ゆ
る

【
第
三
段
】

　
　
　

今
こ
の
阿
弥
陀
如
来
の
告
に
お
と
ろ
き
て
、
年

　
　
　

来
自
力
観
念
の
功
を
す
て
ゝ
、
ひ
と
へ
に
融
通

　
　
　

念
仏
勧
進
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
こ
り
、
他
力
称
名
の
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行
者
と
な
り
給
て
、
天
治
元
年
甲辰
六
月
九
日
よ
り

　
　
　

始
て
、
聚
落
に
ま
し
は
り
、
上
一
人
よ
り
下
万
民
に

　
　
　

い
た
る
ま
て
、
道
俗
男
女
、
貴
賤
老
少
相
合
に
し
た

　
　
　

か
ひ
て
、
あ
ま
ね
く
こ
れ
を
す
ゝ
め
、
そ1
の
姓
名
を

　
　
　

記
録
し
て
、
如
来
蔵
に
こ
れ
を
お
さ
む
。
彼
の
一
々
の

　
　
　

名
字
事
な
か
け
れ
は
本
帳
に
ゆ
つ
り
て

　
　
　

こ
れ
を
と
ゝ
む
る
と
こ
ろ
な
り
。

　
　
　
　
《
絵
③
》

　
　
　
　
　
　

1　

そ
の
→
其

【
第
四
段
】

　
　
　

こ
の
念
仏
勧
進
の
あ
ひ
た
、
早
旦
に
青
衣

　
　
　

を
着
せ
る
壮
年
の
僧
、
忽
然
と
し
て
上
人
の

　
　
　

大
原
の
菴
室
に
化
来
し
て
、
念
仏
の
帳

　
　
　

に
入
へ
き
よ
し
、
こ
れ
を
自
称
す
。
名
帳
を

　
　
　

ひ1
ら
き
筆
を
く
た
し
て
、
た
ち
ま
ち
に
か
く
れ

　
　
　

を
は
り
ぬ
。
聖
人
、
不
思
議
の
思
を
な
し
、
名
帳

　
　
　

を
開
給
に
、
正
し
く
こ
の
文
字
あ
り
。
其
詞
に
云
、

　
　
　

奉
請
念
仏
百
反
、
仏
法
護
者
鞍2
馬
寺
毘

　
　
　

沙
門
天
王
、
念
仏
の
結
縁
衆
を
守
護
せ
ん
か
た

　
　
　

め
に
き
た
り
た
る
所
也
と
云
々
。
こ
の
天
王
は
、
五

　
　
　

百
十
二
人
の
つ3
き
に
入
給
へ
り
。
大
国
の
事
は
し

　
　
　

は
ら
く
こ
れ
を
ゝ
く
。
我
朝
に
と
り
て
は
奇
代
不

　
　
　

思
議
の
事
な
る
も
の
を
や
。

　
　
　
　
《
絵
④
》

　
　
　
　
　
　

1　

ひ
ら
き
→
開

　
　
　
　
　
　

2　

鞍
馬
寺
→
安
（
左
ル
ビ
「
鞍
」）
馬
寺

　
　
　
　
　
　

3　

つ
き
→
次

【
第
五
段
】

　
　
　

又
上
人
、
天
承
二
年
四
月
四
日
乙丑
、
鞍
馬
寺
へ
参

　
　
　

詣
し
て
よ
も
す
か
ら
念
仏
し
給
し
に
、
寅
剋

　
　
　

は
か
り
に
、
天
王
幻
化
の
こ
と
く
し
て
、
上
人
に

　
　
　

つ
け
て
の
た
ま
は
く
、
我
さ
き
に
念
仏
百
反

　
　
　

う
け
た
て
ま
つ
り
ぬ
。
わ
れ
汝
を
ま
ほ
る
事
、

　
　
　

か
け
の
か
た
ち
に
し
た
か
ふ
か
こ
と
し
。
又
お

　
　
　

な
し
く
正
法
を
ま
ほ
る
一
切
の
冥
衆
等
、

　
　
　

面
々
に
百
反
つ
ゝ
を
う
け
、
融
通
念
仏
の
結

　
　
　

縁
に
入
給
へ
る
名
帳
、
こ
れ
を
た
て
ま
つ
る
。
本
帳

　
　
　

に
く
わ
へ
給
へ
し
と
て
、
上
人
の
前
に
さ
し

　
　
　

置
給
へ
り
。
時
に
心
神
夢
の
さ
む
る
か
こ
と
し
。

　
　
　

見
れ
は
眼
前
に
一
巻
の
書
あ
り
。
開
て

　
　
　

こ
れ
を
拝
す
る
に
、
か
く
の
こ
と
き
の
も
む

　
　
　

あ
り
。

　
　
　

梵
天
王
等
部
類
諸
天
百
反	

帝
尺
天
王
部
類
諸
天
百
反

　
　
　

持1
国
天
王
部
類
諸
天
百
反	

増
長
天
王
部
類
諸
天
百
反

　
　
　

広
目
天
王
部
類
諸
天
百
反	

吉
祥
天
女
部
類
諸
天
百
反

　
　
　

弁
才
天
王
部
類
諸
天
百
反	

地
天
部
類
諸
天
百
反

　
　
　

水
天
部
類
諸
天
百
反	

火
天
部
類
諸
天
百
反

　
　
　

風
天
部
類
諸
天
百
反	

迦
楼
羅
天
王
部
類
諸
天
百
反

　
　
　

閻
魔
天
部
類
諸
天
百
反	

氷
迦
羅
天
部
類
諸
天
百
反

　
　
　

童
子
百
反	

摩
利
支
天
女
部
類
諸
天
百
反

　
　
　

妙
見
菩
薩
部
類
諸
天
百
反	

龍
樹
菩
薩
等
諸
弘
経
大
士
百
反

　
　
　

訶
利
帝
母
部
類
眷
属
百
反	

大
黒
天
神
部
類
諸
天
百
反

　
　
　

執
蛇
天
王
部
類
眷
属
百
反	

北
斗
七
星
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

日
天
子
等
部
類
眷
属
百
反	

月
天
子
等
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

明
星
天
子
等
百
反	

愛
染
王
百
反

　
　
　

尊
星
王
百
反	

持
世
天
等
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

摩
醯
天
羅
天
等
部
類
眷
属
百
反	

九
曜
等
部
類
眷
属
百
反
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廿
八
宿
等
部
類
眷
属
百
反	

十
二
神
将
等
八
万
四
千
鬼
類
百
反

　
　
　

沙
竭
羅
龍
王
等
諸
神
衆
百
反	

善
如
龍
王
等
諸
龍
衆
百
反

　
　
　

秦
広
王
部
類
眷
属
等
十
王
各
百
反	

符（
府
）君
司
命
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

司
禄
部
類
眷
属
百
反	

賀
茂
下
上
各
百
反

　
　
　

伊
勢
内
宮
外
宮
部
類
眷
属
百
反	

宇
佐
八
幡
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

日
吉
七
社
部
類
眷
属
百
反	

春
日
四
所
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

祇
園
部
類
眷
属
百
反	

熊
野
三
山
部
類
眷
属
各
百
反

　
　
　

那
智
飛
瀧
権
現
部
類
眷
属
百
反	

金
峯
山
蔵
王
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

鹿
嶋
部
類
眷
属
百
反	

香
取
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

大
社
部
類
眷
属
百
反	

熱
田
八
釼
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

北
野
天
神
部
類
眷
属
百
反	
伊
豆
走
湯
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

白
山
部
類
眷
属
百
反	
稲
荷
三
所
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

富
士
浅
間
部
類
眷
属
百
反	
三
嶋
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

広
田
南
宮
各
部
類
眷
属
百
反	

陬
波
南
宮
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

安
房
須
龍
口
部
類
眷
属
百
反	

多
度
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

住
吉
四
所
部
類
眷
属
百
反	

箱
崎
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

大
原
野
部
類
眷
属
百
反	

大
多
年（
牟
）知
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

気
比
部
類
眷
属
百
反	

朝
明（
気
）上
下
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

伊
津
岐
嶋
部
類
眷
属
百
反	

瀬
振
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

竈
山
法
万
大
菩
薩
百
反	

伊
多
幾
曽
嶋
神
化
三
所
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

上
下
宮
部
類
眷
属
百
反	

伊
吹
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

兵
主
部
類
眷
属
百
反	

三
尾
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

播
磨
伊
和
荒
田
等
部
類
眷
属
百
反	

弘
峯
部
類
眷
属
百
反

　
　
　

小
一
領
等
六
十
余
州
大
小2
一
切
神
祇
冥
道
各
百
反

　
　
　

欲
界
所
有
一
切
天
衆
各
百
反	

色
界
所
有
一
切
天
衆
各
百
反

　
　
　

無
色
界
所
有
一
切
天
衆
各
百
反

　
　
　

惣
三
千
大
千
世
界
乃
至
微
塵
類
所
有
一
切
諸
天
神
祇
各
百
反

　
　
　
　
　

已
上
惣
微
塵
類
億
百
万
遍
云

々

　
　
　

諸
天
冥
衆
の
名
帳
か
く
の
こ
と
し
。
例
せ
は
、
む
か
し

　
　
　

尺
迦
如
来
天
竺
に
し
て
、
弥
陀
の
名
号
の
不
可
思
議

　
　
　

の
功
徳
を
説
給
し
時
、
六
方
恒
沙
の
諸
仏
、
同
時
に
こ

　
　
　

そ
り
て
舌
を
大
千
に
お
ほ
ひ
、
滅
後
造
罪
の
凡
夫
、

　
　
　

念
仏
し
て
往
生
す
と
説
給
へ
る
は
決
定
也
と
証
誠
し
給

　
　
　

し
か
こ
と
く
に
、
今
又
末
法
に
い
た
り
て
、
小
国
辺
土
な
り
と

　
　
　

い
へ
と
も
、
日
本
我
朝
に
し
て
、
良
忍
上
人
他
力
念
仏
を
勧
進

　
　
　

し
給
と
き
、
三
界
所
有
の
天
王
天
衆
、
悉
此
念
仏
を

　
　
　

讃
嘆
称
揚
し
て
、
面
々
に
結
縁
に
入
給
し
事
、
在
世
の
諸
仏

　
　
　

の
称
讃
に
こ
と
な
ら
す
。
彼
は
本
地
極
住
の
如
来
、
是
は
垂
跡

　
　
　

和
光
の
応
身
也
。
本
跡
こ
と
な
り
と
い
へ
と
も
、
衆
生
勧
化
の

　
　
　

志
、
こ
れ
お
な
し
き
も
の
な
り
。

　
　
　
　
《
絵
⑤
》

　
　
　
　
　
　

1　

持
国
天
王
等
→
持
国
天
王

　
　
　
　
　

2　

大
少
→
大
小

【
奥
書
識
語
】

　
　
　

上
巻
紙
数
廿
四
枚
記

　
　
　

上
暦
応
二二年
十
月
十
三
日
中
御
門
僧
経
源
作

　
　
　
　
　
　

融
通
念
仏
縁
起
二
軸

　
　
　
　
　
　
　
　

越
前
守
長
隆
真
蹟
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絵　

越
前
守
長
隆

融
通
念
仏
縁
起
　
下
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
元
表
紙
外
題

【
第
一
段
】

　
　
　

上
件
の
天
衆
達
□1
念
仏
衆
に
入
御
坐

　
　
　

事
、
既
に
き
こ
え
畢
。
但
其
御
意
趣
を
尋
れ
は
、

　
　
　

釈
梵
護
世
諸
天
等
御
集
会
あ
り
て
の
給
は
く
、

　
　
　

ま2
こ
と
に
三
世
の
諸
仏
は
念
弥
陀
三
昧
に
よ
り
て

　
　
　

正
覚
を
な
り
給
た
り
と
、
般
舟
三
昧
経
に
は

　
　
　

ま
さ
し
く
説
た
り
。
し
か
れ
は
当
時
世
間
に

　
　
　

放
光
し
て
聞
ゆ
る
融
通
念
仏
は
、
阿
弥
陀

　
　
　

如
来
良
忍
上
人
の
□3
□
来
現
し
て
た
し
か

　
　
　

に
授
給
た
る
速
疾
往
生
の
他
力
の
法
也
。

　
　
　

利
益
も
広
大
に
、
功
徳
も
莫
太
也
。
善
人
も

　
　
　

悪
人
も
ひ
と
し
く
生
れ
、
大
聖
も
小
聖
も
浅

　
　
　

深
を
い
は
す
、
願
力
に
乗
し
ぬ
れ
は
ゆ
く
事

　
　
　

さ
ま
た
け
な
し
。
い
さ
や
我
等
も
こ
の
大
善
に

　
　
　

く
み
し
て
五
衰
退
没
の
苦
を
は4
な
れ
、

　
　
　

共
に
安
養
無5
□
□
報
土
に
い
た
り
て
、
同
正

　
　
　

覚
を
な
ら
む
と
云

々
。
爰
、
仏
法
護
持
の
多
聞
天

　
　
　

王
、
勧
進
の
ひ
し
り
と
し
て
、
三
千
大
千
乃
至
微

　
　
　

塵
類
所
有
一
切
諸
天
神
祇
、
一
人
も
不
漏
、

　
　
　

皆
悉
結
縁
に
入
給
へ
り
。
仍
、
天
承
二
年
乙丑

　
　
　

卯
月
五
日
よ
り
、
毎
日
諸
天
善
神
の
入
ま
し
ま

　
　
　

す
融
通
億
百
万
遍
を
は
し
め
、
尽
未
来
際
ま
て

　
　
　

退
転
あ
ら
し
と
、
み
な
一
同
に
御
約
束
あ
り
け
り

　
　
　

と
云

々
。
如
此
等
の
神
通
自
在
の
や
む
こ
と
な
き
上

　
　
　

界
已
下
の
冥
衆
す
ら
、
猶
、
弥
陀
の
名
号
を
ふ

　
　
　

か
く
信
御
坐
て
、
衆
に
つ
ら
な
り
念
仏
し
給
。

　
　
　

何
況
、
薄
地
底
下
の
ま
よ
ひ
の
凡
夫
、
此
念
仏

　
　
　

に
く
み
し
て
往
生
せ
さ
ら
む
や
。
此
故
に
、
こ
の
念

　
　
　

仏
衆
に
た
に
も
入
ぬ
れ
は
、
諸
天
と
同
し
く
一

　
　
　

結
の
念
仏
衆
に
つ
ら
な
り
給
へ
し
。
諸
天
も
念
仏

　
　
　

衆
也
。
我
等
も
念
仏
衆
也
。
又
諸
天
の
申
給
念

　
　
　

仏
、
併
通
し
て
我
等
か
往
生
の
行
と
な
る
。
我
等

　
　
　

か
申
念
仏
、
又
通
し
て
諸
天
諸
人
の
出
離

　
　
　

の
行
と
な
る
。
然
は
此
念
仏
衆
に
つ
ら
な
り
ぬ
る
者
は
、

　
　
　

毎
日
億
百
万
遍
の
行
者
也
。
如
此
他
力
の
行
を

　
　
　

た
か
ひ
に
か
よ
は
し
て
自
他
お
な
し
く
往
生

　
　
　

す
る
を
、
自
力
三
業
を
は
な
れ
た
る
願
行
具
足

　
　
　

の
他
力
融
通
念
仏
と
は
申
也
。
此
等
の
先
蹤
を

　
　
　

も
て
お
も
ふ
に
、
日
本
に
生
を
う
け
た
ら
ん
人
は
、

　
　
　

必
弥
陀
に
帰
し
同
く
名
号
を
唱
へ
し
。
流
を

　
　
　

く
み
て
源
を
尋
れ
は
、
我
朝
は
是
神
国
也
。
又

　
　
　

是
念
仏
有
縁
の
国
也
。
一
度
も
法
味
を
た
て

　
　
　

ま
つ
れ
は
、
神
明
納
受
□7
垂
給
。
此
故
に
、
上
天
下
界

　
　
　

の
諸
天
を
の
〳
〵
こ
そ
り
て
一
同
に
弥
陀
の
名

　
　
　

号
を
撰
て
、
称
美
讃
嘆
し
給
へ
る
事
、
諸
教

　
　
　

の
中
に
を
き
て
た
く
ひ
す
く
な
き
事
也
。

　
　
　

是
即
、
日
本
に
弥
陀
教
の
ひ
ろ
ま
る
へ
き
先
標

　
　
　

に
あ
ら
す
や
。
是
を
も
て
一
切
神
慮
に
相
叶
は
む
と

　
　
　

お
も
は
ん
人
は
、
諸
の
社8
□
へ
ま
い
り
て
も
、
先
本
意
と
思

　
　
　

食
す
念
仏
奉
法9
□
□
、
五
衰
の
霞
は
れ
、
三
熱

　
　
　

の
ほ
の
を
し
め
り
、
本
覚
真
如
の
城
に
遊
給
へ
し
。

　
　
　

か
様
に
心
え
て
一
切
の
所
望
を
祈
念
せ
は
、
現
当
二
世

　
　
　

の
所
求
、
速10
疾
に
成
就
す
へ
し
。
若
人
あ
り
て
、
神
国
に
生

　
　
　

れ
な
か
ら
諸
神
の
信
し
御
坐
念
仏
を
或
は
軽
浅
し
、
或11

　
　
　

誹
謗
せ
ん
輩
は
、
お
そ
ら
く
は
冥
衆
の
加
護
な
き
故12
、

　
　
　

今
生
に
は
一
切
災
難
□13
□
□
、
後14
□
に
は
悪
趣
の
苦
果

　
　
　

の
か
れ
か
た
き
物
を
や
。
し
か
り
と
い
へ
と
も
、
謗
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法
闡
提
廻
心
皆
往
の
い
は
れ
有
故
に
、
信
謗
共
に
一

　
　
　

仏
浄
土
の
縁
と
な
る
へ
し
云

々
。
か
る
か
ゆ
ヘ
に
、
冥
衆

　
　
　

結
縁
の
奇
特
に
信
心
ま
す
〳
〵
猛
利
に
し
て
、
勧
進
弥

　
　
　

を
こ
た
り
な
し
。
抑
、
人
倫
の
心
あ
る
与
善
結
縁
は
誠
に

　
　
　

然
る
へ
し
。
お
も
ん
は
か
り
な
き
鳥
畜
の
類
に
至
ま
て
、
此
善

　
　
　

願
に
く
み
す
る
よ
し
見15
□
□
□
。
是
又
不
思
議
の
事
な
る
へ
し
。

　
　
　
　
《
絵
①
》

　
　
　
　
　
　

1　

破
損
の
跡
と
筆
跡
の
一
部
を
写
す
。
□
→
の

　
　
　
　
　
　

2　

ま
こ
と
に
→
ま
と
に

　
　
　
　
　
　

3　

筆
跡
の
一
部
を
写
す
。　

□
□
→
前
に

　
　
　
　
　
　

4　

は
な
れ
→
離

　
　
　
　
　
　

5　

破
損
の
跡
を
写
す
。
無
□
□
→
無
漏
の

　
　
　
　
　
　

6　

他
力
の
行
→
他
力
行

　
　
　
　
　
　

7　

破
損
の
跡
を
写
す
。
□
→
と

　
　
　
　
　
　

8　

破
損
の
跡
と
筆
跡
の
一
部
を
写
す
。
社
□
→
社
壇

　
　
　
　
　
　

9　

破
損
の
跡
と
筆
跡
の
一
部
を
写
す
。
法
□
□
→
法
楽
は

　
　
　
　
　
　

10　

速
疾
に
→
速
疾

　
　
　
　
　
　

11　

或
→
或
は

　
　
　
　
　
　

12　

故
→
故
に

　
　
　
　
　
　

13　

破
損
の
跡
を
写
す
。
□
□
□
→
き
た
り

　
　
　
　
　
　

14　

破
損
の
跡
と
筆
跡
の
一
部
を
写
す
。
後
□
→
後
生

　
　
　
　
　
　

15　

破
損
の
跡
を
写
す
。
見
□
□
□
→
見
え
た
り

【
第
二
段
】

　
　
　

上
人
春
秋
六
十
一
、
保
延
五
年
己未
正
月
に
さ
き
た

　
　
　

ち
て
七
日
に
死
期
を
し
る
。
臨
終
に
の
そ
む

　
　
　

て
霊
瑞
あ
り
。
異
香
草
菴
に
み
ち
、
紫
雲
苔

　
　
　

砌
に
そ
ひ
け
り
。
青
嵐
の
嶺
に
う
ら
む
る
ひ
ゝ
き
、

　
　
　

は
る
か
に
簫1
笛
箜
篌
の
曲
か
と
お
ほ
え
、
瀧2
水

　
　
　

石
に
む
せ
ふ
声
、
を
の
つ
か
ら
琵
琶
鐃
銅
鈸
の

　
　
　

し
ら
め
か
と
う
た
か
ふ
。
往
生
の
儀
式
、
言
語
の
お

　
　
　

よ
ふ
所
に
あ
ら
す
。
又
入
棺
の
時
、
其
身
の
軽
き

　
　
　

事
こ
う
毛
の
こ
と
し
と
い
へ
り
。

　
　
　
　
《
絵
②
》

　
　
　
　
　
　

1　

簫
笛
箜
篌
→
簫
笛
琴
箜
篌

　
　
　
　
　
　

2　

瀧
水
石
→
瀧
水
の
石

【
第
三
段
】

　
　
　

大
原
の
覚
厳
律
師
の
夢
に
、
上
人
来
て
告
て

　
　
　

の
た
ま
は
く
、
我
已
本
意
の
こ
と
く
、
上
品
上
生

　
　
　

の
花
台
に
あ
り
。
是
、
ひ
と
へ
に
融
通

　
　
　
　
　
　
　
　

念
仏
の
力
な
り
と
云

々
。

　
　
　
　
《
絵
③
》

【
第
四
段
】

　
　
　

鳥
羽
院
、
こ
の
念
仏
百
反
受
ま
し
〳
〵
て
、

　
　
　

猶
重
て
数
遍
を
千
遍
に
ま
し
、
長
日
お
こ

　
　
　

た
り
な
く
御
つ
と
め
あ
り
け
る
う
へ
、
諸
僧

　
　
　

綱
に
仰
て
、
さ
か
り
に
此
念1
仏
衆
に
入
し
め

　
　
　

給
け
り
。

　
　
　
　
《
絵
④
》

　
　
　
　
　
　

1　

念
仏
衆
に
→
念
仏
衆

【
第
五
段
】

　
　
　

広
隆
寺
女
院
、
こ
の
念
仏
を
受
さ
せ
お
は
し

　
　
　

ま
し
て
、
法
金
剛
院
に
て
百
ヶ
日
の
間
御
念
仏
、

　
　
　

即
六
口
の
禅
侶
に
お
ほ
せ
て
、
尽
未
来
際

　
　
　

の
御
願
と
し
て
、
日
夜
不
断
の
御
念
仏

　
　
　
　
　
　
　
　

を
は
し
め
を
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り
。
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《
絵
⑤
》

【
第
六
段
】

　
　
　

和
泉
前
司
道
経
か
女
子
、
上
人
の
も
と
に

　
　
　

行
て
、
当
日
に
尼
に
な
り
、
け1
さ
衣

　
　
　

を
そ
め
て
、
比
丘
尼
の
形
と
な
り
、
み
つ
か
ら

　
　
　

案
し
て
名
を
如
々
と
つ
き
ぬ
。
此
念
仏

　
　
　

を
受
、
臨
終
に2
の
そ
み
て
持
仏
堂

　
　
　

に
入
、
お
も
て
を
西
方
に
む
か
へ
、
掌
を
合
、

　
　
　

跏
趺
坐
し
て
往
生
を
と
け
お
は
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
。

　
　
　
　
《
絵
⑥
》

　
　
　
　
　
　

1　

け
さ
衣
→
袈
裟
衣

　
　
　
　
　
　

2　

に
の
そ
み
て
持
仏
堂
→
ナ
シ

【
第
七
段1
】

　
　
　

城
南
寺
供
僧
心
源
か
父
母
、
現
世
祈
の

　
　
　

た
め
に
、
此
念
仏
三
千
遍
を
受
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

父
母
往
生
す
と
夢
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
え
お
は
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
。

　
　
　
　
《
絵
⑦
》

　
　
　
　
　
　

1　

C
・
C
本
詞
書
・
絵
と
も
に
現
在
所
在
不
明
。

【
第
八
段1
】

　
　
　

青
木
の
尼
公
、
こ
の
念
仏
衆
に
入
て

　
　
　

七
日
に
往
生
を
と
け
に
け
り
。

　
　
　
　
《
絵
⑧
》

　
　
　
　
　
　

1　

C
・
C
本
詞
書
は
現
在
所
在
不
明

【
第
九
段
】

　
　
　

木
寺
の
源
覚
僧
都
の
牛
飼
童
の
妻
女
、

　
　
　

難
産
に
よ
り
て
死
す
へ
か
り
し
か
、
此
念

　
　
　

仏
衆
に
入
て
命
を
の
へ
に
け
り
。
こ
れ

　
　
　

を
き
ゝ
て
念
仏
に
い
る
人
二
百
七
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
な
り
。

　
　
　
　
《
絵
⑨
》

【
第
十
段
】

　
　
　

北
白
川
の
下
僧
か
妻
、
こ
の
念
仏
三

　
　
　

千
反
を
う
け
た
る
に
よ
り
て
、
閻
魔
の

　
　
　

庁
よ
り
か
へ
さ
れ
に
け
り
。

　
　
　
　
《
絵
⑩
》

【
第
十
一
段
】

　
　
　

去
正
嘉
の
比
、
役
厲
お
こ
り
て
人
多
病
死

　
　
　

け
り
。
其
時
、
武
蔵
国
与
野
の
郷
に
、
一
人
の
名
主

　
　
　

あ
り
け
り
。
年
来
念
仏
信
心
の
人
に
て
、
世
間

　
　
　

役
厲
を
の
か
れ
ん
か
た
め
に
、
家
内
の
老
少
を

　
　
　

す
ゝ
め
て
、
明
日
よ
り
別
時
念
仏
を
始
へ
き

　
　
　

に
て
、
番
帳
を
書
て
道
場
に
置
け
り
。
其

　
　
　

夜
の
夢
に
、
異
形
の
も
の
共
無
数
村
か
り

　
　
　

て
行
け
る
か
、
此
家
の
門
の
内
へ
い
ら
ん
と
し

　
　
　

け
る
を
、
主
出
向
て
い
は
く
、
此
は
家
内
の
男

　
　
　

女
意
を
ひ
と
つ
に
し
て
別
時
念
仏
を
は
し
む

　
　
　

へ
き
に
て
、
結
番
し
て
、
既
彼
番
帳
を
仏
前
に

　
　
　

を
け
り
。
乱
入
す
る
事
な1
か
れ
と
い
ふ
。
こ
ゝ
に
、

　
　
　

役
神
と
ゝ
こ
ほ
り
て
云
々
、
汝
か
云
事
実
に

　
　
　

し
か
也2
。
然
は
番
帳
を
披
見
す
へ
し
と
い
ふ
。
主

　
　
　

則
是
を
見
す
る
に
、
役
神
隨
喜
せ
る
気
色
に
て
、
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結
衆
の
名
字
の
し
た
こ
と
に
は
ん
形
を
加
て

　
　
　

け
り
。
主
い
は
く
、
我
に
一
人
の
息
女
あ
り
。
彼
他

　
　
　

所
に
あ
り
と
い
へ
と
も
、
彼
名
字
を
書
て
此
念
仏

　
　
　

に
い
れ
ん
と
お
も
ふ
。
役
神
こ
れ
を
ゆ
る
さ
す
と
見

　
　
　

て
さ
め
ぬ
。
其
夜
あ
け
て
番
帳
を
み
る
に
、

　
　
　

誠
に
名
字
の
し
た
こ
と
に
判
形
あ
り
。
い
ろ
は
の

　
　
　

文
字
を
書
損
せ
る
か
こ
と
し
。
其
色
や
き
ゑ

　
　
　

を
し
た
る
に
ゝ
た
り
。
夢
に
た
か
え
す
、
家
内
の

　
　
　

老
少
い
さ
ゝ
か
も
つ
ゝ
か
な
き
に
、
彼
他
所
に
あ
る

　
　
　

息
女
は
こ
の
病
に
て
お
は
り
に
け
り
。
こ
の
事

　
　
　

其
聞
あ
り
て
、
彼
番
帳
を
は
将
軍
家
へ
め
さ

　
　
　

れ
て
け
り
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
か
の
番
帳
を

　
　
　

見
た
る
人
の
か
た
り
侍
し
を
、
後
に
年
へ
て

　
　
　

こ
れ
を
し
る
す
か
故
に
、
実
名
を
は
わ
す
れ
ぬ
。
是

　
　
　

併
、
祇
園
部
類
眷
属
等
も
皆
融
通
念
仏
の
結
衆

　
　
　

に
て
御
坐
せ
は
、
彼
異
類
異
形
と
申
も
別
の
物

　
　
　

に
あ
ら
す
。
皆
祇
園
部
類
眷
属
と
も
な
れ
は
、
本

　
　
　

よ
り
此
念
仏
衆
に
入
た
る
役
神
等
な
れ
は
、
真

　
　
　

実
に
深
志
を
い
た
し
て
、
道
場
を
荘
厳
し

　
　
　

て
番
帳
を
ゝ
り
、
明
日
よ
り
別
時
念
仏
を
始

　
　
　

む
へ
き
信
心
の
ま
こ
と
色
に
顕
け
れ
は
、
行
役
神

　
　
　

も
番
帳
に
判
形
を
加
へ
、
隨
喜
し
て

　
　
　

す
き
に
け
り
。
さ
れ
は
、
三
心
具
足
の
念
仏
は

　
　
　

役
厲
の
お
そ
れ
あ
る
へ
か
ら
す
と
申
は
、
こ
れ
を

　
　
　

も
て
し
り
ぬ
へ
し
。
さ
れ
は
念
仏
に
か
き
ら
す
、

　
　
　

一
切
の
別
時
別
行
を
三
日
と
も
乃
至
七
日

　
　
　

と
も
せ
ん
所
に
は
、
か
な
ら
す
結
番
し
て
行
法

　
　
　

を
は
は
し
む
へ
き
事
、
是
を
も
て
証
拠
と
す
。

　
　
　

殊
、
別
時
念
仏
の
す
く
れ
た
る
事
、
証
拠
分
明

　
　
　

也
。
故
に
、
念
仏
行
者
は
常
に
別
時
を
す
へ

　
　
　

き
也
。
長
時
に
は
少
々
悠
々
な
れ
と
も
、
別
時

　
　
　

の
行
法
を
は
我
も
人
も
余
念
な
く
、
同

　
　
　

心
に
い
さ
み
て
す
へ
き
也
。
応
知
云

々
。

　
　
　
　
《
絵
⑪
》

　
　
　
　
　
　

1　

な
か
れ
→
な
し
か
れ

　
　
　
　
　
　

2　

也
→
な
り

【
第
十
二
段
】

　
　
　

右
、
本
願
良
忍
上
人
融
通
念
仏
根
本
の

　
　
　

帳
に
ま
か
せ
て
し
る
す
と
こ
ろ
な
り
。

　
　
　

こ
の
本
帳
は
良
忍
上
人
、
厳
賢
上
人
に
つ
た

　
　
　

へ
し
よ
り
こ
の
か
た
、
明
応
聖
人
、
観
西
上

　
　
　

人
、
尊
永
上
人
、
次
第
に
相
承
せ
り
。
凡
、
本
帳

　
　
　

□1
入
人
数
三
千
二
百
八
十
二
人
也
。
そ2
の
中
、

　
　
　

速
疾
に
往
生
す
る
人
六
十
八
人
と
し
る
せ
り
。

　
　
　

こ
の
外
、
朝
市
に
徳
を
か
く
し
、
山
林
に
名
を

　
　
　

の
か
れ
て
ひ
と
り
修
行
し
、
ひ
と
り
さ
る
輩

　
　
　

そ
の
か
す
を
し
ら
す
。
い
は
ん
や
辺
土
下

　
　
　

賤
の
た
く
ひ
、
遠
国
き
よ
ち
う
の
や
か
ら
、
展

　
　
　

転
の
風
聞
は
る
か
に
へ
た
ゝ
り
て
往
生
の

　
　
　

証
拠
分
明
な
ら
さ
れ
は
、
こ
れ
を
し
る
す
に

　
　
　

あ
た
は
す
。
上
人
滅
後
の
今
に
い
た
る
ま
て
、

　
　
　

隨
喜
結
縁
の
と
も
か
ら
雲
霞
の
こ
と
く

　
　
　

に
あ
つ
ま
れ
り
。
こ
れ
ら
の
奇
特
先
蹤

　
　
　

を
伝
き
ゝ
給
は
ん
道
俗
、
か
の
念
仏
を

　
　
　

う
け
、
名
帳
に
入
給
は
ゝ
、
今
生
に
は
一
切
の

　
　
　

災
難
を
は
ら
ひ
、
後
生
に
は
か
な
ら
す
往
生

　
　
　

の
素
懐
を
と
け
給
は
ん
事
、
け
ん
証
右

　
　
　

に
の
す
る
か
こ
と
し
。
一
念
も
う
た
か
ひ
あ

　
　
　

る
へ
か
ら
す
。
こ
れ
を
ゑ
つ
に
あ
ら
は
す
志
は
、
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在
家
の
男
女
に
念
仏
往
生
の
信
心
を
増

　
　
　

進
せ
し
め
む
か
た
め
也
。
仍
、
正
和
第
三
暦
中
冬

　
　
　

上
旬
候
、
記
之
。

　
　
　

欲
来
生
者　

当
念
我
名　

莫
有
休
息

　
　
　

即
得
来
生

　
　
　

光
明
遍
照　

十
方
世
界　

念
仏
衆
生

　
　
　

摂
取
不
捨

　
　
　

相
好
弥
多
八
万
四　

一
々
光
明
照
十
方

　
　
　

不
為
余
縁
光
普
照　

唯
覚
念
仏
往
生
人

　
　
　

極
楽
化
主
弥
陀
尊　

隨
順
念
仏
諸
衆
生

　
　
　

毎
日
千
遍
来
住
処　

踊
躍
歓
喜
無
譬
喩

　
　
　
　
《
絵
⑫
》

　
　
　
　
　
　

1　

破
れ
の
跡
と
筆
跡
の
一
部
を
写
す
。
□
→
に

　
　
　
　
　
　

2　

そ
の
→
其

【
奥
書
識
語
】

　
　
　

下
巻
紙
数
廿
八
枚
記

　
　
　
　
　
　
　
　

融
通
念
仏

　
　
　
軸
ニ
暦
応
四
年
十
月
十
三
日
毎
日
六
百
反
僧
経
源
（
花
押
）

　
　
　
　

此
融
通
念
仏
縁
起
二
巻
之
図
者
、

　
　
　
　

惣
源
本
也
。
絵
越
前
守
長
隆
真
蹟
、

　
　
　
　

詞
書
、
世
尊
寺
流
之
名
蹟
、
書
ハ
弘
定
模
。

　
　
　
　

絵
段
、
予
、
行
雅
、
定
実
、
定
時
、
定
之
、
定

胤
、
尚
章
、
定
文
、
定
雅
、
実
周
模
之
。

　
　
　
　
　

嘉
永
五
壬

子
秊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

屋
弘
（
花
押
）

�

（
あ
べ　

み
か　
　

歴
史
文
化
学
科
）


